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『
続
日
本
紀
』
の
薨
卒
記
事

野　

口　

武　

司

　
　
　

〈

行
次
第
の
記
事
記
載
に
関
し
て
〉

　

当
該
記
事
記
載
を
簡
略
化
し
て
示
す
と
次
の
如
く
な
る
。

(7)
、
淨
廣
貳
弓

皇
子
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
皇
子
。
天
武
天
皇
之
第
六
皇
子
也
。	

文
武
３
・
７
・
21
条	

(25)
、
三
品

壁
親
王
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
天
武
天
皇
之
第
九
皇
子
也
。	

慶
雲
２
・
５
・
７
条	

(51)
、
右
大
辨
從
三
位
石
川

臣
宮
麻
呂
薨
。
…
…
…
…
…
…

江

大
臣
大
紫

子
之
第
五
男
也
。	

和
銅
６
・
12
・
６
条	

(55)
、
大
納
言

大
將
軍
正
三
位
大

宿

安
麻
呂
薨
。
…
…
安
麻
呂
。

波

右
大
臣
大
紫
長
德
之
第
六
子
也
。	

〃　

７
・
５
・
１
条

(58)
、
一
品
長
親
王
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
天
武
天
皇
第
四
之
皇
子
也
。	

靈
龜
１
・
６
・
４
条

(59)
、
知
太
政
官
事
一
品
穂
積
親
王
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
…
天
武
天
皇
之
第
五
皇
子
也
。	

〃　

１
・
７
・
27
条

(61)
、
二
品
志
貴
親
王
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
親
王
。
天
智
天
皇
第
七
之
皇
子
也
。	

〃　

２
・
８
・
11
条	
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 (75)
2

、
右
大
臣
正
二
位

原

臣
不
比
等
薨
。
…
…
…
…
…
…
大
臣
。

江

内
大
臣
大
織
冠

足
之
第
二
子
也
。	

養
老
４
・
８
・
３
条

(101)
、
從
二
位
大
納
言
多
治
比
眞
人
池
守
薨
。
…
…
…
…
…
…
左
大
臣
正
二
位
嶋
之
第
一
子
也
。	

天

２
・
９
・
８
条

(103)
、
大
納
言
從
二
位
大

宿

旅
人
薨
。
…

波

右
大
臣
大
紫
長
德
之
孫
。
大
納
言

●

從
二
位
安
麻
呂
之
第
一
子
也
。	

〃　

３
・
７
・
25
条

(109)
、
一
品
新
田
部
親
王
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
親
王
。
天
渟
中
原
瀛
眞
人
天
皇
之
第
七
皇
子
也
。	

〃　

７
・
９
・
30
条

(111)
、
知
太
政
官
事
一
品
舍
人
親
王
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
…
親
王
。
天
渟
中
原
瀛
眞
人
天
皇
之
第
三
皇
子
也
。	

〃　

７
・
11
・
14
条

(116)
、
參
議
民
部

正
三
位

原

臣

薨
。
…
…
…
…
…

。

●

太
政
大
臣
正
一
位
不
比
等
之
第
二
子
也
。	

〃　

９
・
４
・
17
条

(122)
、
參
議
兵
部

從
三
位

原

臣
麻
呂
薨
。
…
…
…
…
…

●

太
政
大
臣
不
比
等
之
第
四
子
也
。	

〃　

９
・
７
・
13
条

 (124)
1

、
左
大
臣
正
一
位

原

臣
武
智
麻
呂
薨
。
…
…
…
…
…

●

太
政
大
臣
不
比
等
之
第
一
子
也
。	

〃　

９
・
７
・
25
条

(126)
、
參
議
式
部

大
宰
帥
正
三
位

原

臣
宇
合
薨
。
…

●

太
政
大
臣
不
比
等
之
第
三
子
也
。	

〃　

９
・
８
・
５
条

(130)
、
中
納
言
從
三
位
多
治
比
眞
人
廣
成
薨
。
…
…
…
…
…
…
左
大
臣
正
二
位
嶋
之
第
五
子
也
。	

〃　

11
・
４
・
７
条

 (134)
1

、
廣
嗣
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
式
部

馬
養
之
第
一
子
也
。	

〃　

12
・
11
・
５
条

(184)
、
武
部

從
三
位

原

臣
弟
麻
呂
薨
。
…
…
…
…
…

城

●

正
一
位
太
政
大
臣
武
智
麻
呂
之
第
四
子
也
。	

天

寶
字
４
・
６
・
17
条

(190)
、
散
位
從
三
位
紀

臣
飯
麻
呂
薨
。
…
…
…
…
淡

大
納
言

●

正
三
位
大
人
之
孫
。

城

式
部
大
輔
正
五
位
下
古
麻
呂
之
長
子
也
。

	

〃　

６
・
７
・
19
条

(191)
、
御
史
大
夫
正
三
位

文
部

神

伯
勲
十
二
等
石
川

臣
年
足
薨
。
…
…
年
足
者
。
後
岡
本

大
臣
大
紫
蘇
我
臣
牟
羅
志
曾
孫
。

城

左
大
辨
從
三
位
石
足
之
長
子
也
。	

〃　

６
・
９
・
30
条
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(203)
、
從
三
位
授
刀
督

伊
賀

江
按
察
使

原

臣
御
楯
薨
。
…
…

城

●

正
一
位
太
政
大
臣

之
第
六
子
也
。	

〃　

８
・
６
・
９
条

(204)
、（
恵
美
）
押

…
…
…
…
…

江

内
大
臣

原

臣
鎌
足
曾
孫
。

城

●

太
政
大
臣
武
智
麻
呂
之
第
二
子
也
。	

〃　

８
・
９
・
18
条

(213)
、
右
大
臣
從
一
位

原

臣
豊
成
薨
。
…
…

城

正
一
位

●

太
政
大
臣
武
智
麻
呂
之
長
子
也
。
大
臣
第
三
子
乙
繩
。

生
與

二

橘
奈
良

麻
呂

一

善
。	

天

神
護
１
・
11
・
27
条

(214)
、
大
納
言
正
三
位

原

臣
眞
楯
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
…

城

●

正
一
位
太
政
大
臣

之
第
三
子
也
。	

〃　

２
・
３
・
12
条

(215)
、
刑
部

從
三
位
百
濟
王
敬
福
薨
。
…
…
其
先
者
出

レ

自
二

百
濟
國
義
慈
王

一

。
高
市
岡
本
宮
馭
宇
天
皇
御
世
。
義
慈
王

二

其
子
豊
璋
王

及
禪
廣
王

一

入
侍
。

二

于
後
岡
本

廷
一

。
義
慈
王
兵
敗
降

レ

唐
。
其
臣
佐

福
信
尅
復

二

稷
一

二

豊
璋

一

。
紹

二―

興

統
一

豊
璋
纂

基
之
後
。
以

レ

譛

殺
二

福
信

一

。
唐
兵
聞

レ

之
復
攻

二

州
柔

一

。
豊
璋
與

二

我
救
兵

一

拒
レ

之
。
救
軍
不

レ

利
。
豊
璋
駕

レ

船

二

于
高
麗

一

。

禪
廣
因
不

レ

歸
レ

國
。

原

廷
賜

レ

號
曰

二

百
濟
王

一

。
卒

●

二

正
廣
參

一

。
子
百
濟
王
昌
成
。
幼
年
隨

レ

父
歸

。
先

レ

父
而
卒
。
飛
鳥

淨
御
原
御
世

●

二

小
紫

一

。
子
郞
虞
。
奈
良

廷
從
四
位
下
攝
津
亮
。
敬
福
者

其
第
三
子
也
。	

〃　

２
・
６
・
28
条

(233)
、
左
大
臣
正
一
位

原

臣
永
手
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
奈
良

●

太
政
大
臣

之
第
二
子
也
。	

寶
龜
２
・
２
・
22
条

(256)
、
參
議
大
宰
帥
從
三
位
勲
二
等

原

臣
藏
下
麻
呂
薨
。
…
…
…
…
…
…

城

參
議
正
三
位
式
部

大
宰
帥
馬
養
之
第
九
子
也
。

	
	

〃　

６
・
７
・
１
条

(259)
、
參
議
從
三
位
大
藏

攝
津
大
夫

原

臣
楓
麻
呂
薨
。
…
…
…
…
…

城
●

太
政
大
臣

之
第
七
子
也
。	

〃　

７
・
６
・
13
条

(269)
、
内
大
臣
從
二
位
勲
四
等

原

臣
良
繼
薨
。
…
…
…
…

城

參
議
正
三
位
式
部

大
宰
帥
馬
養
之
第
二
子
也
。	

〃　

８
・
９
・
18
条

(276)
、

●

二

故
入
唐
大
使
從
三
位

原

臣
淸
河
從
二
位

一

。
…
…
淸
河

●

太
政
大
臣

之
第
四
子
也
。	

〃　

10
・
２
・
４
条
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(281)
、
參
議
中
衛
大
將

式
部

從
三
位

原

臣
百
川
薨
。
…
…
百
川
。

城

參
議
正
三
位
式
部

大
宰
帥
宇
合
之
第
八
子
也
。

	
	

〃　

10
・
７
・
９
条

(282)
、
中
納
言
從
三
位

旨

侍
從
勲
三
等

原

臣
繩
麻
呂
薨
。
…
繩
麻
呂
。
右
大
臣
從
一
位
豊
成
之
第
四
子
也
。	

〃　

10
・
12
・
13
条

(289)
、

大
納
言
正
二
位
文
室
眞
人
邑
珍
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
邑
珍
。
二
品
長
親
王
之
第
七
子
也
。	

〃　

11
・
11
・
28
条

(292)
、
參
議
從
四
位
上

原

臣
乙
繩
卒
。
…
…
…
…
…
…
…
…
右
大
臣
從
一
位
豊
成
之
第
三
子
也
。	

天
應
１
・
６
・
６
条

(295)
、
三
品

田
親
王
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
親
王
天
宗
高
紹
天
皇
之
第
三
皇
子
也
。	

〃　

１
・
12
・
17
条

(305)
、
右
大
臣
從
二
位

行

衛
大
將
皇
太
子
傅

原

臣
田
麻
呂
薨
。
…
…
田
麻
呂
。
參
議
式
部

大
宰
帥
正
三
位
宇
合
之
第
五
子
也
。		

延

２
・
３
・
19
条

(306)
、
大
宰
帥
正
二
位

原

臣
魚
名
薨
。
…
…
…
…
…
…
…
…
魚
名
。

●

正
一
位
太
政
大
臣

之
第
五
子
也
。	

〃　

２
・
７
・
25
条

(313)
、
參
議
兵
部

從
三
位

侍
從
下
總
守

原

臣
家
依
薨
。
…
…
…

●

太
政
大
臣
正
一
位
永
手
之
第
一
子
也
。	

〃　

４
・
６
・
20
条

(327)
、
參
議
宮
内

正
四
位
下

神

伯
大
中
臣

臣
子
老
卒
。
…
…
…
右
大
臣
正
二
位
淸
麻
呂
之
第
二
子
也
。	

〃　

８
・
１
・
25
条

(333)
、
右
大
臣
從
二
位

中
衛
大
將

原

臣
是
公
薨
。
…
…
…
是
公
。

●

太
政
大
臣
正
一
位
武
智
麻
呂
之
孫
。
參
議
兵
部

從
三
位
乙
麻
呂

之
第
一
子
也
。	

〃　

８
・
９
・
19
条

　

こ
の
四
二
例（ 

 (213)
の
二
例 

）
を
氏
族
別
に
整
理
す
る
と
次
の
如
く
纏
め
得
よ
う
。
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(259) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(269) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(276) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(281) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(282) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(289) 

皇
族　
　

皇
孫
氏

(292) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(295) 

皇
族　
　

天
皇

(305) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(306) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(313) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(327) 

氏
族　
　

大
中
臣

臣
氏

(333) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(7) 

皇
族　
　

天
皇

(25) 

皇
族　
　

天
皇

(51) 

氏
族　
　

石
川

臣
氏

(55) 

氏
族　
　

大

宿

氏

(58) 

皇
族　
　

天
皇

(59) 

皇
族　
　

天
皇

(61) 

皇
族　
　

天
皇

 (75)
2

 

氏
族　
　

原

臣
氏

(101) 

氏
族　
　

多
治
比
眞
人
氏

(103) 

氏
族　
　

大

宿

氏

(109) 

皇
族　
　

天
皇

(111) 

皇
族　
　

天
皇

(116) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(122) 

氏
族　
　

原

臣
氏

 (124)
1

 

氏
族　
　

原

臣
氏

(126) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(130) 

氏
族　
　

多
治
比
眞
人
氏

 (134)
1

 

氏
族　
　

原

臣
氏

(184) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(190) 

氏
族　
　

紀

臣
氏

(191) 

氏
族　
　

石
川

臣
氏

(203) 
氏
族　
　

原

臣
氏

(204) 

氏
族　
　

原

臣
氏

　　  (213) 

（ 

氏
族　
　

原

臣
氏

氏
族　
　

原

臣
氏)

(214) 

氏
族　
　

原

臣
氏

　　  (215) 

氏
族　
　

百
濟
王
氏
（ 

●

小
紫
郞

虞
第
三
子
也 

）

(233) 

氏
族　
　

原

臣
氏

(256) 

氏
族　
　

原

臣
氏
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皇
族
…
…
…
… 

(7) 

(25) 

(58) 

(59) 

(61) 

(109) 

(111) 

(289) 

(295) 

の
計
九
例
、
此
の
中
、
天
皇
が
(7) 

(25) 

(58) 

(59) 

(61) 

(109) 

(111) 

(295) 

の
八
例
、
皇
孫
氏
が
(289) 

の

一
例
、
計
九
例
、

　

氏
族
…
…
…
… 

(51) 

(55) 

 (75)
2

 

(101) 

(103) 

(116) 

(122) 

  (124)
1

 

(126) 

(130) 

  (134)
1

 

(184) 

(190) 

(191) 

(203) 

(204) 

(213) 

〈二例〉 

、
(214) 

(215) 

(233) 

(256) 

(259) 

(269) 

(276) 

(281) 

(282) 

(292) 

(305) 

(306) 

(313) 

(327) 

(333) 

の
計
三
三
例
、
此
の
中
、

原

臣
氏
が

 (75)
2

 

(116) 

(122) 

  (124)
1

 

(126) 

  (134)
1

 

(184) 

(203) 

(204) 

(213) 

〈二例〉 

(231) 

(233) 

(256) 

(259) 

(269) 

(276) 

(281) 

(282) 

(292) 

(305) 

(306) 

(313) 

(333) 
の
二
四
例
、
石
川

臣
氏
が
(51) 

(191) 

の
二
例
、
大

宿

氏
が
(55) 

(103) 

の
二
例
、
多
治
比
眞
人
氏
が
(101) 

(130) 

の
二
例
、
紀

臣

氏
が
(190) 
の
一
例
、
百
濟
王
氏
が
(215) 

の
一
例
、
大
中
臣

臣
氏
が
(327) 

の
一
例
、	

　
　

斯
く
し
て
皇
族
が
計
九
例
、
氏
族
が
計
三
三
例
記
載
さ
れ
、
其
の
内
訳
は
、
皇
族
で
は
天
皇
が
八
例
、
皇
孫
が
一
例
、
氏
族
で
は
藤

原
朝
臣
氏
が
二
四
例
、
其
他
氏
族
が
九
例
と
な
っ
て
お
り
、
皇
族
・
氏
族
の
合
計
四
二
例
中
、
藤
原
朝
臣
氏
が
皇
族
・
氏
族
の
全
合
計

四
二
例
中
、
約
六
割
（
五
七
％
）
、
氏
族
の
全
合
計
三
三
例
中
、
約
七
割
（
七
三
％
）
を
占
め
る
と
謂
う
藤
原
朝
臣
氏
の
記
載
上
に
有
す
る
際

立
っ
た
優
越
性
を
闡
明
し
得
る
の
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
収
載
全
赦
免（
咸
悉
赦
除
）
の
記
事
記
載
に
関
し
て

　

『
続
日
本
紀
』
収
載
の
八
〇
例
に
及
ぶ
「
天
下
（
大
）
赦
」
渙
発
事
例
（ 

左
掲
表

示
参
稽 

）
の
有
り
様
に
就
き
、
之
を
精
細
に
観
察
し
て
み
る
に
、
左

記
の
如
く
把
捉
し
得
よ
う
。



7

Ａ
、
執
行
所
由
に
関
す
る
記
載
の
有
る
事
例

１ 

４ 

５ 

７ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

41 

42 

43 
44 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

63 

64 

66 

67 

68 

69 

70 

72 

74 

75 

76 

77 

78 

79 

80
の
六
九
例

Ｂ
、
執
行
所
由
に
関
す
る
記
載
の
無
い
事
例

２ 

３ 

45 

65 

71 
73
の
六
九
例

Ｃ
、
執
行
範
囲
に
関
す
る
記
載
の
有
る
事
例

１ 

２ 

３ 

４ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 
16 
18 

19 

22 

25 

26 

34 

35 

36 

38 

40 

42 

43 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 
74 
75 

76 

77
の
五
三
例

Ｄ
、
執
行
範
囲
に
関
す
る
記
載
の
無
い
事
例

５ 

７ 

９ 

17 

20 

21 

23 

24 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

63 

64 
78 
79
の
一
九
例

Ｅ
、「
天
下
大
赦
」
の
記
載
の
み
の
事
例

６ 

８
の
二
例
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Ｆ
、
全
赦
免
（
咸
悉
赦
除
）
の
事
例

５ 

18 

19 

25 

37 

39 

41 

44 

45 

76 

80
の
一
一
例

　

右
記
Ａ
～
Ｆ
の
中
、
茲
で
は
特
に
Ｆ
に
関
す
る
事
柄
に
就
き
、
聊
か
鄙
見
を
開
陳
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
凡
そ
斯
件
の
問
題
に
就

い
て
は
、
既
に
例
証
さ
れ
て
い
る
提
言
と
し
て
次
下
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

　

『
続
日
本
紀
』
五　
（ 
新
日
本
古
典
文
学
大
系
16　

岩
波
書
店
一
九
九
八
年
二
月
発
行 

）
二
一
六
頁
脚
注
に
「
本
条
（ 

天
応
元
年
十
二
月
廿
日
条

（（
事
例
76
））〈
引
用
者
補
記
〉 

）「
通
例
の
赦
で
除
外
さ
れ
る
私

鋳
銭
・
八
虐
・
強
窃
二
盗
を
含
め
て
赦
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
養
老
二
年
十
二
月
丙
寅
条
・
同
四
年
八
月
辛
巳

朔
条
と
本
条
の
み
」
の
計
三
条
存
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
抔
が
そ
れ
で
あ
る
。
此
等
三
例
の
中
、
事
例
18
は
太
上
天
皇
（
元
明
）
、
事
例

19
は
右
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
不
比
等
、
事
例
76
は
太
上
天
皇
（
光
仁
）
。
孰
れ
も
痾
疾
平
愈
祈
請
、
病
患
救
済
冀
願
を
「
天
下
大
赦
」
渙
発

の
所
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
例
37
の
皇
后
（
光
明
）
に
し
て
も
、
寢
膳
安
か
ら
ず
、「
彌
々
疲
勞
を
益
す
」
と
謂
う
病
患
を
救
済
せ
ん
が

為
の
も
の
で
あ
る
。
事
例
41
に
し
て
も
、
聖
武
天
皇
が
「
枕
席
安
か
ら
ず
」
と
の
状
態
に
よ
り
、
其
の
治
道
に
闕
逸
す
る
こ
と
を
憂
慮
し

て
の
「
天
下
大
赦
」
の
渙
発
で
あ
っ
た
。　

又
、
此
の
聖
武
天
皇
は
、
御
躬
自
ら
の
玉
体
不
調
の
他
、「
猶
風
化
未
だ
洽
か
ら
ず
」
と
す
る

治
道
姿
勢
を
も
思
し
召
し
て
「
天
下
大
赦
」
の
渙
発
を
履
行
し
た
（
事
例
44
）
と
謂
う
。
事
例
80
は
桓
武
天
皇
に
極
め
て
縁
深
い
人
士
達
の

凶
変
打
続
く
状
況
に
鑑
み
て
、
転
禍
為
福
の
治
政
方
針
と
其
の
具
象
的
姿
勢
の
一
班
を
詮
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
触
れ
た
七
事
例

18 

19 

37 

41 

44 

76 

80
の
他
、
39
（
京
都
新
遷
《
山
背
国
恭
仁
京
遷
都
》）
が
あ
り
、
是
れ
は
、
他
余
の
七
事
例
と
異
な
り
、
天
皇
大
権
発
動

に
基
づ
き
太
政
官
を
始
め
と
す
る
諸
官
衙
の
指
揮
監
督
の
下
に
天
下
黎
庶
を
動
員
し
て
為
さ
れ
る
謂
わ
ば
国
家
事
業
で
あ
る
。

（
？
）

（
？
）
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天
下
（
大
）
赦
の
詔
（
勅
）
渙
発
所
由
摘
要

天皇紀

事
例

番
号

   

咸
悉

   

赦
除

「
天
下
大
赦
」

の
記
載
の
み

赦
限
範
囲

記
載
ナ
シ

赦
限
範
囲

記
載
ア
リ

執
行
理
由

記
載
ナ
シ

執
行
理
由

記
載
ア
リ

収　

載　

条

１２３４５６７８９101112

○○○○○○○○

○○

○○○○○○○

○○○

○○

○
？

越
智
・
山
科
二
山
陵
を
營

せ
ん
と
す
る
事
に
依
り
、
天
下
の
罪
あ
る

者
を
赦
す
。
但
し
、
十
惡

竊
の
二
盜
は
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

天
下
に
赦
す
。
但
し
、
十
惡
盜
人
は
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

天
下
に
大
赦
す
。
但
し
、
盜
人
は
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

神
馬
（
瑞
祥
）
獻
上
に
依
り
、
天
下
に
大
赦
す
。
唯
し
、
盜
人
は
赦
す
限

り
に
在
ら
ず
。

始
め
て
大
宝
律
を
講
ず
る
こ
と
に
依
り
、
天
下
の
罪
人
を
赦
す
。

天
下
に
大
赦
す
。

太
上
天
皇
（
持
統
）
不
豫
の
爲
、
天
下
に
大
赦
し
、
一
百
人
の
出
家
を
度

し
、
四
畿
内
を
し
て
金
光

經
を
講
ぜ
し
む
。

天
下
に
大
赦
す
。

西

の
上
に
慶
雲
見
は
る
。
之
に
依
り
、
元
を
改
め
て
慶
雲
元
年
と
爲

し
、
天
下
に
大
赦
す
。

陰
陽
度
を
失
い
、
災
旱
旬
を
彌
り
、
百
姓

荒
し
て
、
或
い
は
、
罪
網

に
陥
る
。
之
に
依
り
て
、
宜
し
く
天
下
に
大
赦
し
て
民
と
共
に
更
新
せ

ん
と
す
。
八

常
赦
の

れ
ざ
る

は
赦
限
に
在
ら
ず
。

天
皇
、
大
極
殿
に

位
す
。
之
に
依
り
、
先
づ
天
下
の
公
民
を
慈
み
賜

ふ
べ
く
天
下
に
大
赦
す
。
但
し
、
八

の
内
、

竊
二
盜
な
ど
常
赦
に

さ
ざ
る
は
、
赦
す
例
に
在
ら
ず
。

武
藏
國
秩
父
郡
よ
り
和
銅
獻
上
す
。
之
に
依
り
、
年
號
改
元
と
共
に
天

下
に
大
赦
す
。
但
し
、
八

を
犯
し
、
故
殺
人
、
賊
盜
な
ど
常
赦
に

さ
ざ
る
は
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

文
武
天
皇
３
・
10
・
13
条

〃　

４
・
８
・
22
条

大
寶
１
・
11
・
４
条

〃　

２
・
４
・
８
条

〃　

２
・
７
・
30
条

〃　

２
・
９
・
23
条

〃　

２
・
12
・
13
条

〃　

３
・
④
・
１
条

慶
雲
１
・
５
・
10
条

〃　

２
・
８
・
11
条

慶
雲
４
・
７
・
17
条

和
銅
１
・
１
・
11
条

文　武元　
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13141516171819

○○○○○○○

○○○○○○

○

○○

伊
賀
國
よ
り
上
瑞
に
合
へ
る
黒
狐
獻
上
す
。
之
に
依
り
、

庶
と
共
に

歡
慶
す
べ
く
天
下
に
大
赦
す
。
但
し
、

竊
二
盜
な
ど
常
赦
に

さ
ざ

る
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

天
下
に
大
赦
す
。
但
し
、
私
鑄
錢
及
び

竊
二
盜
な
ど
常
赦
に

さ
ざ

る
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。
此
の
大
赦
は
、
其
の
三
日

に
執
行
さ

れ
た
皇
太
子
（
聖
武
）
の
元
服
式
を

賀
し
て
の
も
の
な
ら
む
。

今
年
の
元
日
、
皇
太
子
始
め
て
拜

す
。
時
に
瑞
雲
顕
は
れ
、
之
に
依

り
、
天
下
に
大
赦
す
。
但
し
、
八

を
犯
し
、
私
に
錢
を
鑄
る
な
ど
常

赦
に
原
さ
れ
ざ
る
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

左
京
職
よ
り
瑞
龜
獻
上
す
。
受
禪
し
て
位
に
臨
む
初
め
に
、
元
を
改
め

て
靈
龜
と
し
、
天
地
の

施
に
酬
ゆ
べ
く
大
辟
罪
已
下
罪
の
輕
重
な
く

咸
く
赦
除
に
從
ふ
。
但
し
、
謀
殺
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
等
、
常
赦
の

原
さ
ざ
る

の
者
は
、
並
び
に
赦
限
に
在
ら
ず
。

美
濃
國
不
破
の
行
宮
に
行
幸
し
、
當
地
に
留

す
る
こ
と
数
日
、
其
の

間
に
、
其
処
に
湧
出
す
る
美
泉
が
美
容
と
養
老
と
に
効
用
・
効
果
あ
る

こ
と
を
自
ら
実
体
験
し
、
此
れ
を
天

と
し
て
、
元
を
改
め
て
養
老
と

す
る
と
共
に
、
天
下
に
大
赦
す
。

太
上
天
皇
（
元

）
の
奉
爲
に
非
常
な
る
仁
慈
を
降
さ
む
。

囚
見
徒
、

私
鑄
錢
並
に
盜
人
、
及
び
八

の
常
赦
に
原
さ
れ
ざ
る
も
、
咸
に
赦
除

せ
よ
。

右
大
臣

原

臣
不
比
等
の
痾
疾

愈
を

し
、
其
の

患
を
救
は

ん
が
爲
、
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
私
鑄
錢
及
び
盜
人
、
並
び
に
八

等
、

常
赦
に

さ
ざ
る
者
も
咸
悉
く
に
赦
除
す
べ
し
。

〃　

５
・
９
・
３
条

〃　

７
・
６
・
28
条

靈
龜
１
・
１
・
10
条

靈
龜
１
・
９
・
２
条

養
老
１
・
11
・
17
条

〃　

２
・
12
・
７
条

〃　

４
・
８
・
１
条

元　元　正

「
天
下
大
赦
」

の
記
載
ナ
シ
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○○○○○○○○○○

○○○

○○○○○○○

○
？

太
上
天
皇（
元

）
御
不
豫
。
此
の
病
患
を
救
濟
す
べ
く
天
下
に
大
赦
す
。

太
上
天
皇
（
元

）
御
病
重
篤
と
な
り
、
之
を
救
濟
す
べ
く
天
下
に
大
赦

す
と
共
に
、
都
下
の
諸
寺
を
し
て
轉
經
せ
し
む
。

陰
陽
錯
謬
し
て

旱
頻
り
に
臻
る
。
是
に
由
り
て
、
名
山
に
奉

し
神

を
奠
祭
す
る
も
、
甘
雨
未
だ
降
ら
ず
。
黎
元
業
を
失
ふ
。
冝
く
天
下

に
大
赦
す
べ
し
。

竊
二
盜
、
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、
常
赦
に

さ
ざ
る

は
、
此
の
例
に
在
ら
ず
。

皇
太
子
（
聖
武
）
受
禪

位
す
。
左
京
の
人
無
位
紀

臣
家
稗
白
龜
を
獻

上
し
、
先
づ
仁
惠
を
施
し
給
ひ
て
天
下
に
大
赦
す
。

太
上
天
皇
（
元
正
）
の
不
豫
、
稍
に
二
序
經

す
。
冝
く
天
下
に
大
赦
す
。

皇
子
（
基
王
）
誕
生
の
爲
に
天
下
の
大
辟
罪
已
下
を
赦
す
。

皇
太
子
（
基
王
）
の
病
患
、
日
を
經
る
に
愈
え
ず
。
此
の

患
を
救
ふ
べ

く
天
下
に
大
赦
す
。
八

、

竊
二
盜
等
、常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
は
、

並
び
に
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

京
職
大
夫

原

臣
麻
呂
等
、
圖
負
へ
る
龜
（
大
瑞
）
を
獻
上
す
。
元
を

改
め
て
天

と
し
、
天
下
に
大
赦
す
。

甲
斐
國
守
ら
神
馬
（
大
瑞
）
を

上
す
。
斯
れ
則
ち
、
宗

の
輸
し
、

稷
の

ふ

、

不
德
を
以
て
何
ぞ
獨
り
受
く
る
に
堪
へ
む
、
天
下
と

共
に

ば
ば
理
恒
典
に
充
ら
む
と
し
て
、
天
下
大
赦
す
。

春
從
り
亢
旱
に
し
て
、
夏
に
至
る
ま
で
雨
降
ら
ず
。
百
川
水
を
減
じ
て

五
穀
稍
に
彫
め
り
。

が
不
德
を
以
て
致
す

な
り
と
し
て
、
高
年
の

徒
及
び
鰥
寡

獨
自
存
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
に
は
賑
給
を
加
え
、
天

下
に
赦
す
べ
し
と
す
。

〃　

５
・
５
・
３
条

〃　

５
・
12
・
６
条

〃　

６
・
７
・
７
条

神
龜
１
・
２
・
４
条

〃　

３
・
７
・
18
条

〃　

４
・
10
・
５
条

〃　

５
・
８
・
21
条

天

１
・
８
・
５
条

〃　

３
・
12
・
21
条

〃　

４
・
７
・
５
条

元　正聖　武
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○○○○○○○○

○○○

○○○○

○

皇
后
枕
席
安
か
ら
ず
、
百
方
療
治
す
れ
ど
も
、
未
だ
其
の
可
な
る
を
見

ず
。
此
の
病
患
を
救
濟
せ
ん
と
し
て
天
下
に
大
赦
す
。

頃
者
天
頻
り
に
異
を
見
は
し
、
地
數
震
動
す
。
良
に

が
訓
導
の

な

ら
ざ
る
に
由
り
て
民
多
く
罪
に
入
れ
り
。
宜
し
く
寛
宥
を
存
ぜ
令
め
て

仁
壽
に
登
せ
、
瑕
穢
を
蕩
し
て
自
ら
新
に
す
る
事
を
許
さ
し
む
べ
し
、

と
し
て
天
下
に
大
赦
す
。

廼
者
災
異
頻
り
に
興
り
て
咎
徴
仍
り
て
見
る
。
思
ふ
に
死
を

う
し
窮

を
愍
み
て
以
て
寛
恤
を
存
せ
む
。
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。

災
變
數
見
は
れ
、
疫
癘
已
ま
ざ
る
を
以
て
、
寛
仁
慈
愛
の
政
を
爲
さ
む
。

仍
り
て
天
下
に
大
赦
す
。

疫
旱
並
に
行
は
れ
田
苗

萎
す
。
是
に
由
り
て
山
川
に

し
、
神

に
奠
祭
す
れ
ど
も
、
未
だ
効
驗
を
得
ず
。
思
ふ
に
寛
仁
を
布
き
て
、
以

て
民
の
患
を
救
ふ
べ
く
天
下
に
大
赦
す
。

竊
二
盜
、
故
殺
人
、
私
鑄

錢
等
、
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
は
、
赦
例
に
在
ら
ず
。

比
來
、
疫
氣
多
く
發
す
る
こ
と

る
に

り
て
神

に

祭
す
れ
ど
も
、

未
だ
可
を
得
ず
。
而
し
て
右
大
臣
身
體
勞
す
る
こ
と

り
て
、
寢
膳

隱
か
な
ら
ず
。

以
て
惻
隱
す
。
天
下
に
大
赦
し
て
此
の
病
苦
を
救
は

ん
。
八

、
私
鑄
錢
及
び

竊
二
盜
等
、
常
赦
の

さ
ざ
る

の
者
は
、

並
び
に
赦
限
に
在
ら
ず
。

阿
倍
内
親
王（
孝

）
の
立
皇
太
子
の
儀
あ
り
。
天
下
に
大
赦
す
。
但
し
、

謀
殺
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
は
赦
限
に
在
ら
ず
。

皇
后
寢
膳
安
か
ら
ず
。
彌
々
疲
勞
を

す
。

此
の
苦
を
見
て

甚
だ

惻
隱
す
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
し
、
病
患
を
救
濟
す
べ
し
。
大
辟
罪
以

下
及
び
八

、
常
赦
の

さ
ざ
る

の
者
も
咸
く
之
を
赦
除
す
。

〃　

５
・
５
・
26
条

〃　

６
・
７
・
12
条

〃　

７
・
５
・
23
条

〃　

７
・
⑪
・
17
条

〃　

９
・
５
・
19
条

〃　

９
・
７
・
23
条

〃　

10
・
１
・
13
条

〃　

11
・
２
・
26
条

聖　武
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383940414243

○○○○○

○○○○

○○

恒
に
念
ふ
、
何
ぞ
上
玄
に
答
へ
む
と
。
人
民
休

の
樂

り
、
能
く

命
に
稱
へ
て
國
家
寧
泰
の
榮
を
致
せ
り
。
信
に
是
れ
寛
仁
を
被
る
時
、

挂
網
の
徒
身
命
を
保
ち
て
壽
を
得
、
鴻
恩
を
布
く
時
、
窮
乏
の
類
乞
徴

を

れ
て
息
ふ
事

ら
む
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
す
。
私
鑄
錢
の
作

に
備
は
る
、

竊
二
盜
、
他
妻
を

す
る
こ
と
等
は
、
赦
限
に
在
ら
ず
。

京
都
新
に

る
を
以
て
天
下
に
大
赦
す
。
天
下
の
罪
人
、
大
辟
已
下
、

已
發
覺
、
未
發
覺
、
已
結
正
、
未
結
正
、
輕
重
を
問
ふ
こ
と
な
く
咸
く

釋
し
て
放
却
せ
よ
。

念
ふ

る
に

て
天
下
に
大
赦
す
。
但
し

竊
二
盜
等
、
常
赦
に

さ
ざ
る

は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

す
ら
く
、

頃
者
枕
席
安
か
ら
ず
し
て
稍
に
旬
日
を
延
ぶ
。
以
爲
ら

く
治

失
す
る
こ
と

り
て
、
民
多
く
罪
に
罹
れ
り
。
宜
し
く
天
下
に

大
赦
す
。
常
赦
に

さ
れ
ざ
る

も
咸
く
之
を
赦
除
せ
よ
、
と
。

勅
し
て
曰
は
く
、

寢
膳
和
に

ひ
、
延
き
て

を
經
た
り
。
己
を

み
物
に
推
す
に
、

矜
み
慈
む
べ
し
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
し
て
憂

苦
を
救
ひ
濟
ふ
べ
し
。
鑄
錢
の
人
の
首
及
び

竊
二
盜
の
常
赦
に

さ

れ
ざ
る
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

勅
す
ら
く
、
頃
者
太

（
元
正
）

上
天
皇
枕
席
安
か
ら
ず
。
稍
に
弦

を
經
た
り
。

醫
藥
療
治
未
だ
効
驗
を
見
ず
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
八

、

故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
の
常
赦
に

さ
れ
ざ
る
者
は
、
赦
す
限

り
に
在
ら
ず
、
と
。

〃　

12
・
６
・
15
条

〃　

13
・
９
・
８
条

〃　

17
・
４
・
27
条

〃　

17
・
９
・
17
条

〃　

19
・
１
・
１
条

〃　

19
・
12
・
14
条

聖　武



14

44454647

○○○

○

○○

○○

勅
を
宣
べ
て
曰
は
く
、

薄
德
を
以
て
四

に
君
と
し
臨
み
、
夙
に
興

き
夜
に
寢
ね
て
兆
民
を
憂
勞
す
。
然
れ
ど
も

風
化
未
だ
洽
か
ら
ず
し

て
禁
を
犯
せ
る
者
多
し
。
是
れ
訓
導
の

な
ら
ざ
る
が
た
め
な
り
。
黎

首
の
愆
咎
に
非
ず
。
萬
方
罪

ら
ば
予
一
人
に
在
ら
む
。
咸
瑕
穢
を
洗

ひ
て
更
に
自
ら
新
に
せ
し
む
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
大
辟
已

下
、
咸
悉
に
赦
除
せ
よ
、
と
。

天
下
に
大
赦
し
、
大
辟
罪
已
下
、
咸
悉
に
赦
除
す
。

詔
す
ら
く
、

寡
薄
を
以
て
恭
し
く
寶
祚
を
承
け
、
恒
に
恐
る
。
二
儀

の

載
を
累
し
て
兆
庶
の

瞻
を
虧
か
む
こ
と
を
。
徒
ら
に
憂
勞
を
積

み
て
政
事
闕
け
た
る
が
如
し
。
神
の
咎
を
貽
せ
る
こ
と
、
實
に

が
躬

に
由
れ
り
。
此
者
時
炎
蒸
に
屬
し
て
、
寢
膳
豫
に
乖
へ
り
。
百
寮
煌
灼

し
て
、
左
右
勤
劬
す
。
今
克
く
天
心
に
順
ひ
て
、

氣
を

除
せ
む
と

欲
す
。
乃
ち
徃
を
改
む
る
術
を
求
め
て
、
深
く
予
に
在
る

を
謝
す
。

則
ち
宜
し
く
渙
汗
の
恩
を
流
し
、
蕩
滌
の
政
を
施
し
、
天
下
に
大
赦
す

べ
し
。
其
の
父
母
を
殺
し
、
及
び
佛
の

像
を
毀
れ
る
者
は
、
此
の
例

に
在
ら
ず
。

勅
す
ら
く
、
比
來
の
間
、
思
ふ

る
に

り
て
、
藥
師
經
に
歸
し
て

行

懺

す
。
冀
は
く
は
思
恕
を
施
し
て
、

ね
て
人
を
濟
は
む
と
欲

す
。
盡
に
瑕
穢
を
洗
ひ
て
、
更
に
自
ら
新
た
な
ら
し
め
む
、
と
。
仍
り

て
天
下
に
大
赦
す
。
私
鑄
錢
、
及
び
八

、
故
殺
人
、

竊
二
盜
の
常

赦
に

さ
れ
ざ
る
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

〃　

20
・
３
・
８
条

天

寶
１
・
４
・
２
条

〃　

１
・
⑤
・
10
条

天

寶
２
・
４
・
４
条

聖　武孝　謙
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484950

○○○

○○○

詔
し
て
曰
は
く
、
頃

太
上
天
皇
（
聖
武
）
、
枕
席
穩
し
か
ら
ず
。
是
に

由
り
て
七
々
の
間
、
四
十
九
の
賢

を
新
藥
師
寺
に
屈

し
、
續
命
の

法
に
依
り
、
齋
を
設
け
て
行

す
。
仰
ぎ
願
は
く
は
、
聖
體

復
し
、

寶
壽
長
久
な
ら
む
こ
と
を
。
經
に
云
は
く
、
苦
を
受
く
る
雜
類
の

生

を
救
濟
せ
ば
、
病
を

れ
て
年
を
延
べ
む
、
と
。
是
を
以
て
敎
に
依
り
、

天
下
に
大
赦
す
。
但
し
、
八

を
犯
せ
る
も
の
、
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
等
の
常
赦
に

さ
れ
ざ
る
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

詔
し
て
曰
は
く
、
頃
者
皇
太
后
寢
膳
安
か
ら
ず
。
稍
旬

を
延
き
て
醫

藥
療
治
す
と
雖
も
、

未
だ

復
し
た
ま
は
ず
。
以
爲
ら
く
、
政
治
宜

し
き
を
失
ひ
、
罪
に
罹
れ
る
徒

り
。
天
此
の
罸
を

し
、

が
身
を

警
戒
す
。
其
れ
母
子
の
慈
は
、
貴
賤
皆
同
じ
。
犯
罪
の
徒
豈
に
獨
り
親

無
か
ら
む
や
。
庶
は
く
は
悉
に
洗
滌
し
て
、
憂
苦
を
救
は
む
と
欲
す
。

宜
し
く
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
父
母
殺
、
佛

像
を
毀
ち
、
及
び

竊

二
盜
は
此
の
例
に
在
ら
ず
。

勅
し
て
曰
は
く
、
初
元

を

き
て
獻

春
に
登
け
り
。
天
地
仁
を
行

ひ
、
動
植
惠
に
霑
ふ
。
古
昔

主
此
の
良
辰
に
應
り
て
、
必
ず
時
の
和

を
布
き
、
廣
く
慈
令
を
施
し
た
ま
ひ
き
。

薄
德
な
り
と
雖
も
、
何
ぞ

茲
に
由
ら
ざ
ら
む
。
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
其
れ
八

、
故
殺
人
、
私

鑄
錢
、

竊
二
盜
の
常
赦
に
原
さ
れ
ざ
る
者
は
、
赦
す
例
に
在
ら
ず
。

〃　

３
・
10
・
23
条

〃　

５
・
４
・
15
条

〃　

６
・
１
・
５
条

孝　謙

（
光

子
）
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51525354

○○○○

○○○○

詔
し
て
曰
は
く
、
頃
者
太

（
宮
子
）

皇
太
后
枕
席
安
か
ら
ず
。
稍
に
旬

に
延
び

ぬ
。
百
方
救
療
す
れ
ど
も

未
だ

復
し
た
ま
は
ず
、
感
愴
の
懷
、
良

に
深
き
こ
と
極
り
罔
し
。

聞
く
、
皇
天
德
を
輔
け
、
德
不

に

つ
、

と
。
庶
く
は
慈
令
を
施
し
て
、
寶
體
を
資
け
奉
り
、
寢
膳
常
の
如
く
、

居
穩
便
な
ら
し
め
む
と
欲
す
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
但
し
、

八

、
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
の
常
赦
に

さ
れ
ざ
る
者
は
、

赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

勅
す
ら
く
、

至
款
を
以
て
二

の
御
體

安
に
し
て
、
寶
壽
增
長
な

ら
む
が
爲
に
十
七
の
間
、
四
十
九
の

を
屈
し
、
藥
師
瑠
璃
光
佛
に
歸

依
し
て
、
恭
敬
供
養
し
奉
る
。
其
の
經
に
云
は
く
、
續
命
の
幡
を
懸
け
、

四
十
九
の
燈
を
燃
し
て
雜
類
の

生
を
放
す
べ
し
、
と
。
竊
に
み
る
に

放
生
の
中
、
人
を
救
ふ
に
若
く
は
莫
し
。
宜
し
く
茲
の
敎
に
依
り
て
、

天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
但
し
八

、
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
、

及
び
常
赦
に

さ
れ
ざ
る
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

勅
し
て
曰
は
く
、
比
日
の
間
、
太
上
天
皇
（
聖
武
）
枕
席
安
か
ら
ず
、
寢

膳
宜
し
き
に
乖
へ
り
。

竊
に
茲
れ
を
念
ひ
、

に
深
く
惻
隱
す
。
其

れ
救
病
の
方
は
、
唯
惠
を
施
す
に
在
り
。
延
命
の
要
は
、
苦
を
濟
ふ
に

若
く
は
莫
し
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
八

、
故
殺
人
、
私
鑄

錢
、

竊
二
盜
の
常
赦
に

さ
れ
ざ
る
者
は
、
赦
す
例
に
在
ら
ず
。

勅
し
て
曰
は
く
、
頃
者
太
上
天

（
聖
武
）

皇
聖
體
不
豫
な
り
。
漸
に
旬
日
に
延
び

て

未
だ

復
せ
ず
。
如
聞
、
災
を
銷
し
、
福
を
致
す
こ
と
は
、
仁
風

に
如
く
は
莫
く
、
病
を
救
ひ
年
を
延
ぶ
る
こ
と
は
、
實
に
德
政
に
資
れ

り
、
と
。
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
但
し
、
八

、
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
の
常
赦
に

さ
れ
ざ
る
者
は
、
赦
す
例
に
在
ら
ず
。

〃　

６
・
７
・
13
条

〃　

６
・
11
・
８
条

〃　

７
・
10
・
21
条

〃　

８
・
４
・
14
条

孝　謙
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555657

○○○

○○○

が
住
屋
承
塵
の
帳
裏
に
、
天
下
太

の
字
を
現
す
こ
と
灼
然
と
し
て

昭
著
な
り
。
斯
れ
乃
ち
上
天
の

く
る

、
神

の
標
す

、

く
上

古
を
覽
、

く
徃
事
を

す
る
に
、
書
籍
に
未
だ
載
せ
ざ
る

、

代

よ
り
未
だ
聞
か
ざ
る

な
り
、
方
に
知
り
ぬ
。
佛
法

の
寶
、
先
よ
り

國
家
太

を
記
し
、
天
地
の
諸
神
、
預
め
宗

の
永
固
を
示
せ
る
こ
と

を
。
此
の
休
符
を
戴
き
て
誠
に
嘉
び
誠
に
躍
る
。
其
れ
不
孝
の
子
は
、

慈
父
も
矜
み
難
く
、
無
禮
の
臣
は
、
聖
主
も

棄
つ
、
宜
し
く
天
に
從

ひ
本
色
に
却

す
べ
し
。
亦
、
王
公
等
忠
を
盡
し
て
匡
し
弼
く
る
に
由

り
て
、
此
の
貴
瑞
を
感
ず
。
豈
に

一
人
能
く
致
す
べ
き

な
ら
む
や
。

宜
し
く
王
公
士
庶
と
共
に
、
天

を
奉
し
て
以
て
上
玄
に
答
へ
、
舊
瑕

を
洗
滌
し
て

く
新
福
を
蒙
る
べ
し
。
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
八

を

犯
せ
る
も
の
、
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
は
此
の
例
に
在
ら
ず
。

勅
す
ら
く
、
政
は
民
を
養
ふ
に
あ
り
。
今
陽
氣
初
め
て
萠
し
て
、
日
南

に
至
れ
り
。
地
は
惟
れ
物
を
育
し
て
、
天

更
に
生
ず
。
思
ふ
に
地

に
承
け
て
仁
を
施
し
、
天
に
順
ひ
て
惠
を
降
す
。
茲
の
黔
庶
を
し
て
、

時
と
與
に
新
な
る
こ
と
を
競
は
し
め
む
。
其
れ
天
下
の
罪
輕
重
と
無
く
、

已
發
覺
、
未
發
覺
、

囚
見
徒
等
は
、
悉
に
之
を
赦
し
除
け
。
但
し
犯

八

、
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

徒
を
隱
し
て
首
さ
ざ
る
者
は
、

す
限

に
在
ら
ず
、
と
。

勅
し
て
曰
は
く
、

忝
し
く
萬
邦
に
臨
み
て
慮
一
物
を
軫
す
。
昧
旦
よ

り
治
ま
ら
む
事
を
思
ひ
、
夕
ま
で
惕
ひ
て
兢
々
た
り
。
而
し
て
賊
臣
仲

麻
呂
、
昏
凶
狂
悖
に
し
て

を
作
し
て
逋
亡
す
。
天
網
高
く
張
り
て
、

咸
誅
戮
に
伏
す
。

念
ふ
に
黎
庶
舊
惡
を
洗
滌
し
て
新
美
に

善
せ
ん

こ
と
を
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
仲
麻
呂
が
與
黨
及
び
常
赦
に

さ
れ
ざ
る

の
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

天

寶
字
１
・
４
・
４
条

天

寶
字
４
・
11
・
６
条

〃　

８
・
10
・
16
条

孝　謙淳　仁
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淳　仁稱　德

勅
し
て
曰
は
く
、

寡
德
を
以
て
萬
民
に
君
と
し
臨
み
、
善
化
未
だ
宣

べ
ず
、
刑
辟

し
、
宜
し
く
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
八

、
故
殺
人

の
常
赦
に
原
さ
ざ
る

の
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

勅
す
ら
く
、
比
日
の
間
、
念
ふ

あ
る
に

り
て
、
三
寶
に
歸
依
し
行

懺

す
。
罪
に
泣
き
て
網
を
解
く
は
先
聖
の
仁
迹
な
り
。
冀
は
く
は

恩
恕
を
施
し
て
、
盡
に
瑕
穢
を
洗
は
む
こ
と
を
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦

す
べ
し
。

竊
二
盜
の
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
も
、
咸
悉
に
赦
し
除

け
。
但
し
先
後
の

黨
は
赦
す
原
に
在
ら
ず
、
と
。

詔
し
て
曰
は
く
、
日
本
國
に
御
坐
し
坐
し
て
、
大
八
洲
國
照
ら
し
給
ひ

治
め
給
ふ
倭
根
子
天
皇
が
御
命
ら
ま
と
勅
り
給
う
御
詔
を
、

諸
聞
こ

し
食
さ
へ
と
宣
り
給
ふ
。
今
年
の
六

十
六
日
の
申
の
時
に
、
東
南
の

角
に
當
り
て
、
甚
奇
し
く
異
に
麗
し
き
雲
七
色

交
り
て
立
ち
登
り
て

あ
り
。
示
顯
し
賜
へ
る
瑞
の
ま
に
ま
に
、
年
號
を
改
め
賜
ふ
。
是
を
以

て
天

神
護
三
年
を
改
め
て
、
神
護
景
雲
元
年
と
す
、
と
詔
り
給
ふ
天

皇
が
御
命
を
諸
聞
こ
し
め
さ
へ
と
宣
り
給
ふ
。
又
、
天
下
の
罪
あ
る
者

は
咸
に
之
を
赦
し
除
け
。
但
し
、
八

、
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二

盜
の
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

勅
す
ら
く
、
思
ふ

る
に

り
て
天
下
に
大
赦
す
。
八

、
私
鑄
錢
、

の
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
は
、
赦
す
限
に
在
ら
ず
、
と
。

勅
し
て
曰
は
く
、

菲
薄
を
以
て
謬
り
に
重
基
を
承
け
、
撫
育
方
に
乖

き
て
黎
首

を
失
へ
り
。

念
し
て
罪
に
泣
き

納
隍
に
軫
き
、
思
ふ

あ
る
に
屬
し
て
渙
汗
を
流
さ
む
と
欲
す
。
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
八

、
私
鑄
錢
の
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

○○○

○○○○○

〃　

８
・
12
・
28
条

天

神
護
２
・
４
・
23
条

神
護
景
雲
１
・
８
・
16
条

〃　

３
・
３
・
28
条

寶
龜
１
・
６
・
１
条

5859606162
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光　仁

辭
別
け
て
詔
り
給
は
く
、
今
年
八

五
日
、
肥
後
國
葦
北
郡
人
日
奉
部

廣
主
賣
白
龜
を
獻
り
き
。
又
同

十
七
日
、
同
國
の

城
郡
人
山
稻
主

白
龜
を
獻
り
き
。
此
は
則
ち
並
に
大
瑞
に
合
へ
り
。
故
天
地
の
賜
へ
る

大
き
瑞
は
、
受
け
賜
り
歡
び
受
け
賜
り
貴
ぶ
べ
き
も
の
に
あ
り
。
是
を

以
て
神
護
景
雲
四
年
を
改
め
て
寶
龜
元
年
と
す
。
又
、
天
の
下
廣
く
罪

赦
し
給
ふ
。

詔
し
て
曰
は
く
、
法
の
隨
に
皇
后
の
御
子
他

親
王
を
皇
太
子
と
定
め

給
ふ
。
故
此
の

を
悟
り
て
、
百
官
人
等
仕
へ
奉
れ
と
勅
り
給
ふ
天
皇

が
御
命
を
、
諸
聞
こ
し
め
さ
へ
と
宣
り
給
ふ
。
故
是
を
以
て
天
の
下
廣

く
罪
人
赦
し
給
ふ
。

天
下
に
赦
す
。
但
し
八

を
犯
せ
る
も
の
、
及
び
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
の
常
赦
に

さ
れ
ざ
る
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

中
務

四
品
諱

（
桓
武
）を

立
て
て
皇
太
子
と
爲
す
。
詔
し
て
曰
は
く
、
法
の

隨
に
あ
る
べ
き
政
と
し
て
、
山
部
親
王
を
立
て
て
皇
太
子
と
定
め
賜
ふ
。

故
斯
く
の

悟
り
て
、
百
官
人
等
仕
へ
奉
れ
、
と
詔
り
給
ふ
天
皇
が
勅

命
を

聞
こ
し
食
さ
へ
と
宣
り
給
ふ
。
天
下
に
大
赦
す
。
但
し
、
謀
殺

故
殺
訖
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
、
及
び
常
赦
に

さ
れ
ざ
る
者
は
、
並

に
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
。

勅
し
て
曰
は
く
、

寡
薄
を
以
て
忝
く
洪
基
を
承
く
。
風
化
未
だ
洽
か

ら
ず
し
て
恒
に
納
隍
の
懐
を
深
く
し
、
災

臻
り
て
臨
淵
の
念
を
軫

か
す
。
今
初
陽

を

き
て
和
風
物
を

ぎ
、
天
地
仁
を
施
し
て
動
植

澤
を
仰
ぐ
。
思
ふ
に
時
令
に
順
ひ
て
、
式
て
寛
宥
を
覃
さ
む
。
宜
し
く

天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
八

、

竊
二
盜
、
私
鑄
錢
の
常
赦
に

さ
れ

ざ
る
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

○○○○

　
○

○○○

○○

寶
龜
１
・
10
・
１
条

〃　

２
・
１
・
23
条

〃　

３
・
４
・
18
条

〃　

４
・
１
・
２
条

〃　

４
・
１
・
７
条

6364656667
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光　仁

勅
し
て
曰
は
く
、

四

に
君
臨
し
兆
民
を
子
育
す
。
德
を
崇
み
て

す
る
こ
と
を
忘
れ
、
刑
を
恤
み
て
寢
を
廢
す
。
而
も
德
化
未
だ
洽
か
ら

ず
し
て
、
災
異

臻
る
。
興
言
に
此
を
念
ひ
、
自
ら

み
て
多
く
慙
づ
。

法
を
設
く
る
こ
と
、
刑
無
き
を

す
と
雖
も
、
辜
を
觀
る
こ
と

泣
を

垂
る
る
こ
と
あ
り
。
宜
し
く
生
長
の
時
に
因
り
て
、
式
て
寛
宥
の
澤
を

弘
む
べ
し
。
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
八

を
犯
せ
る
も
の
、
及
び

竊

二
盜
は
赦
す
例
に
在
ら
ず
、
と
。

勅
す
ら
く
、
福
田
を

す
る
こ
と
は
、
釋
敎
の
弘
濟
に
憑
り
、
國
祚

を
光
隆
す
る
こ
と
は
、
大
悲
の
神
功
に
資
れ
り
。
是
を
以
て
比
日
の
間
、

藥
師
經
に
依
り
賢

を
屈

し
、
齋
を
設
け
て
行

せ
し
む
。
經
に
云

は
く
、
應
に
雜
類

生
を
放
す
べ
し
、
と
。

以
に
雜
類
の
中
人

も

貴
た
り
。
放
生
に
至
り
て
は
理
必
ず

と
す
る

な
り
。
加
以
、
陽
氣

始
め
て
動
き
て
仁
風
將
に

が
む
と
す
。
此
の
時
令
に
順
ひ
て
霈
澤
を

恩
施
せ
む
。
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
八

を
犯
せ
る
も
の
、
故
殺
人
、

私
鑄
錢
、
の
常
赦
に

さ
ざ
る
者
は
、
赦
す
例
に
在
ら
ず
、
と
。

勅
す
ら
く
、
三
春
初
め
て

き
て
萬
物
惟
れ
新
な
り
。
天
地
仁
を
行
ひ

て
動
植
惠
に
霑
へ
り
。
古
の

主
は
此
の
良
辰
に
應
じ
て
、
必
ず
恩
德

を
布
き
廣
く
慈
令
を
施
す
。

薄
な
り
と
雖
も
、
何
ぞ
齊
し
く
あ
ら

む
こ
と
を
思
さ
ざ
ら
む
や
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
八

、
故

殺
人
、

竊
二
盜
、
私
鑄
錢
の
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
は
、
赦
す
限

り
に
在
ら
ず
、
と
。

天
下
に
大
赦
す
。
但
し
八

、
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
の
常
赦

に

さ
ざ
る

の
者
は
、

す
限
り
に
在
ら
ず
。

○○○

　
○

○○○○

〃　

４
・
４
・
18
条

〃　

４
・
12
・
25
条

〃　

６
・
１
・
３
条

〃　

８
・
10
・
30
条

68697071
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光　仁

勅
し
て
曰
は
く
、
頃
者
、
皇
太
子
病
に
沈
み
て
安
か
ら
ず
、
稍
く
數

を
經
、
醫
療
を
加
ふ
と
雖
も
、

未
だ

復
せ
ず
。
如
聞
、
病
を
救
ふ

の
方
は
、
實
に
德
政
に
由
り
、
命
を
延
ぶ
る
の
術
は
、
慈
令
に
如
く
は

莫
し
、
と
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
但
し
、
八

、
故
殺
人
、

私
鑄
錢
、

竊
二
盜
、
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
は
、
赦
す
限
り
に
在

ら
ず
、
と
。

勅
す
ら
く
、

念
ふ

あ
り
。
天
下
に
赦
す
べ
し
。
但
し
八

を
犯
せ

る
も
の
、
及
び
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
、
の
常
赦
に

さ
ざ
る

者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

詔
し
て
曰
は
く
、
比

司
奏
す
ら
く
、
伊
勢
の
齋
宮
に
見
る
る

の
美

雲
、
正
に
大
瑞
に
合
へ
り
。
彼
の
神
宮
は
國
家
の

鎭
に
し
て
、
天
よ

り
之
に
應
ふ
。
吉
に
し
て
利
あ
ら
ず
と
云
ふ
こ
と
無
し
。
抑
是
れ

が

不
德
、
獨
り

を
臻
す
の
み
に
非
ず
。
方
に
知
る
、
凡
そ
百
の
寮
、

諧
り
て
感
ず
る
攸
な
ら
む
こ
と
を
。
今
元
正
、

を
告
げ
て
吉
日
初
め

て
開
く
。
宜
し
く
良
辰
に
對
し
て
、
共
に
嘉

を

ぶ
べ
し
。
天
下
に

大
赦
し
、
元
を
改
め
て
天
應
と
曰
す
べ
し
。
犯
八

、
故
殺
、
謀
殺
、

私
鑄
錢
、

竊
二
盜
、
の
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
は
、
赦
例
に
在
ら
ず
、

と
。

詔
し
て
曰
は
く
、

枕
席
安
か
ら
ず
し
て
、
稍
に

を
移
せ
り
。
醫

療
を
加
ふ
と
雖
も
未
だ
効
驗
あ
ら
ず
。
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
但
し

八

、
故
殺
謀
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二
盜
、
の
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

○○○

　
○

○○○○

〃　

９
・
３
・
24
条

〃　

10
・
８
・
19
条

天
應
１
・
１
・
１
条

〃　

１
・
３
・
25
条

72737475
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桓　武

頃
者
太
上
天
皇
（
光
仁
）
聖
體
不
豫
し
給
ふ
。
宗

盡
く

り
て
珪

ぎ
、
頻
り
に

を
移
せ
ど
も
、
未
だ
効
驗
を
見
ず
。

薄
を

み

惟
ふ
に
、
責
は

が
躬
に
在
り
。
事
を
撫
し
て

た
む
こ
と
を
思
ひ
、

載
ち
懷
に
慙
ぢ
惕
る
。
靈
あ
る
類
、
人
よ
り
重
き
は
莫
し
。
刑
罸
域
は

差
ふ
時
は
、
乃
ち
寃
感
を
致
せ
り
。
思
ふ
に
惠
澤
を
降
し
て
、
式
て
聖

躬
を
資
け
む
。
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
私
鑄
錢
、
八

、
故
殺
、

竊

二
盜
、
の
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
も
、
咸
に
皆
赦
除
せ
よ
、
と
。

詔
し
て
曰
は
く
、

不
德
を
以
て
寰
區
に
臨
馭
す
。
萬
姓
の
未
だ
康
か

ら
ざ
る
を
憂
へ
て
、
一
物
も

を
失
は
む
こ
と
を
憫
む
。
況
や
復
去

稔
る
こ
と
無
く
懸
磬
の
室
稍
多
く
、
今
年
疫
あ
り
て
夭
殍
の
徒
少
か
ら

ざ
る
を
や
。

民
の
父
母
と
爲
り
て
撫
育
術
に
乖
へ
り
。
靜
に
此
を
言

ひ
て

り
て
懷
に
慙
づ
。
又
彼
の
罪
あ
る
こ
と
を

る
に
、
責
深
く
予

に
あ
り
。
若
し
滌
蕩
す
る
に
非
ず
は
、
何
ぞ
自
ら
新
な
ら
し
め
む
。
宜

し
く
天
下
に
大
赦
す
べ
し
。
犯
八

及
び
故
殺
人
、
私
鑄
錢
、

竊
二

盜
、
の
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
は
、
赦
す
限
り
に
在
ら
ず
、
と
。

詔
し
て
安
殿
親
王
（

城
）
を
立
て
皇
太
子
と
爲
す
。
天
下
に
大
赦
す
。

皇
太
子
に
元
服
を
加
ふ
。
其
の
儀
、
天
皇
皇
后
並
に

殿
に
御
し
、
大

納
言
從
二
位

皇
太
子
傅

原

臣
繼
繩
、
中
納
言
從
三
位
紀

臣
船

守
の
兩
人
を
し
て
、
手
づ
か
ら
其
の
冠
を
加
へ
し
め
、
了
り
て

ち
笏

を

り
て
拜
す
。
勅
あ
り
て
皇
太
子
を
し
て
、
中
宮
に
參
ら
し
む
。
乃

ち
天
下
に
赦
す
。

○○○○

　

○○

○○

○

天
應
１
・
12
・
20
条

延

１
・
７
・
25
条

〃　

４
・
11
・
25
条

〃　

７
・
１
・
15
条

76777879
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献
物
先
・
使
途
・
品
目
等
の
記
事
記
載
に
関
し
て

〈
献
物
先
〉

あ
、
陸
奥
国
鎮
所
	
������






①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
〔 

陸
奥
国
鎮
所
等

●

へ
の
私
穀
米
献
上
の
他
、
其
等
各
処
迄
へ
の
其
の
運
搬
、
若

し
く
は
、
其
等
各
処
迄
へ
の
私
穀
米
献
上
と
併
せ
て
其
の
運
搬
業
務
を
も
兼

行
し
た
こ
と
を
内

容
と
す
る
も
の
。 

〕（ 

聖
武
朝
一
二
例

元
正
朝
一
例

 

）

い
、
当
国
（ 

献
物
者

所
属
国 

）
国
分
寺
……
…
27  

28  

29  

30  

31  

39  

49  

51  

73
の
九
例（ 
聖
武
朝
五
例

称
徳
朝
四
例 

）

う
、
東
大
寺
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⑯
⑰
⑱
⑲
⑳ 

21  

22  

43
の
八
例（ 

聖
武
朝
七
例

称
徳
朝
一
例 

）

え
、
筑
前
・
播
磨
等●

造
船
瀬
所
…
…
54  

55  

86  

95  

102
〔 

造
船
瀬
所
の
施
設
機
関
の
開
設
・
増
築
と
、
其
の
運
営
に
資
用

す
べ
く
私
穀
米
等
の
貢
献
に
依
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
。  

〕（ 

称
徳
朝
二
例
、
光
仁
朝

一
例
、
桓
武
朝
二
例

 

）

お
、
西
大
寺
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48  

52  

81  

の
三
例（ 

称
徳
朝
二
例

光
仁
朝
一
例 

）

桓　武

詔
し
て
曰
は
く
、

、
寡
德
を
以
て
寰
區
に
臨
馭
し
、
國
哀

ぎ
て

災
變
未
だ
息
ま
ず
。

を
轉
じ
て
福
と
爲
す
こ
と
は
、
德
政
先
に
居
す
。

思
ふ
に
仁
恩
を
布
き
て
用
て
安
穩
を
致
さ
む
。
宜
し
く
天
下
に
大
赦
す

べ
し
。
私
鑄
錢
、
八

、

竊
二
盜
、
の
常
赦
に

さ
ざ
る

の
者
も
、

咸
皆
赦
除
せ
よ
、
と
。

○

○

〃　

９
・
③
・
16
条

80

夫
人

原
旅
子
（
７
５
４
）

皇
太
后
高
野
新
笠
（
８ 

12 

28
）
皇
后

原
乙
牟
漏
（
９
③
10
）
の
各
薨
去
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〈
献
物
使
途
〉

か
、
窮
弊
者
資
養
関
係
…
…
…
…
…

⑭ 

33  

38  

75  

76  

77  

78  

79  

82
92  

98  

103  

104  

105  

106
の
一
五
例（ 

聖
武
朝
一
例
、
淳
仁
朝
一
例
、
称
徳
朝

一
例
、
光
仁
朝
六
例
、
桓
武
朝
六
例

 

）

き
、
役
夫
飼
養
と
、
其
の
公
共
活
動
支
援
関
係
…  

93  

94  

97
（ 

桓
武
朝

三
例

 

）

〈
献
物
品
目
〉

く
、
具
体
品
目
不
詳
…
…
…
…
…
…

　50 
　53 

　58 

　59 

　60 

　61 

　62 

　63 

　64 

　65 

　66 

　67 

　68 

　69 

　70 

　71 

　74 

　88 

　96 

　100 

　101 

　107
の
二
二
例
（ 

称
徳
朝
一
七
例

桓
武
朝
五
例

 

）

け
、
稲
・
米
（
穀
）
……
…
…
…
…
…
…

１ 

２ 

３ 
４ 
５ 
６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

16 

39 

41 

45 

46 

47 

48 

49 

51 

52 

57 

73 

80 

81 

84 

85 

86 

89

90 

92 

97 

99 

102
の
三
七
例
（  

産
出
国
名
記
載
ア
リ
〈
二
五
例
〉

産
出
国
名
記
載
ナ
シ
〈
一
二
例
〉 

）

こ
、
銭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　15 

　23 

　24 

　25 

　26 

　32 

　34 

　35 

　36 
　37 
　40 
　41 

　42 

　44 

　45 

　46 

　56 

　57 

　72
の
一
九
例
（  

献
物
国
名
記
載
ア
リ
〈
一
〇
例
〉

献
物
国
名
記
載
ナ
シ
〈
九
例
〉

 

）

　

斯
く
し
て
献
物
品
目
が
稲
・
米
（
穀
）
の
場
合
（
ａ
）
、
産
出
国
名
記
載
ア
リ
が
二
五
例
で
約
六
七
・
六
％
と
な
り
、
産
出
国
名
記
載
ナ

シ
が
一
二
例
で
約
三
二
・
四
％
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
献
物
品
目
が
銭
の
場
合
（
ｂ
）
、
献
物
国
名
記
載
ア
リ
が
一
〇
例
で
約
五
二
・
六

常陸

大倭

越中

伊豫

因幡

伊勢

長門

左京（大倭）

近江

尾張

紀伊

土佐

伊豫

美濃

出羽

武蔵

下総

常陸

播磨

下野

陸奥

越後

近江

陸奥

播磨

河内

讃岐

摂津

因幡

伊豫

常陸

伊勢

長門

伊豫

周防
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％
と
な
り
、
献
物
国
名
記
載
ナ
シ
が
九
例
で
約
四
七
・
四
％
と
な
る
。
仍
て
其
等
（
ａ
）（
ｂ
）
双
方
各
々
の
産
出
乃
至
献
物
国
名
記
載
の

多
寡
優
劣
に
関
し
て
は
、（
ａ
）
の
其
れ
の
方
が
、（
ｂ
）
の
其
れ
よ
り
も
、
可
成
り
優
越
し
て
い
る
こ
と
を
闡
明
し
得
る
の
で
あ
る
。

　

寺
院
関
係
の
献
物
先
に
関
し
て
は
、
東
大
寺
（
う
）
か
ら
、
当
国
（ 

献
物
者

所
属
国 

）
国
分
寺
（
い
）
及
び
西
大
寺
（
お
）
へ
と
謂
う
優
劣
の
推
移

変
遷
の
蹟
を
察
知
し
得
よ
う
。
就
中
、
西
大
寺
に
就
い
て
、
続
日
本
紀 

四　

新
日
本
古
典
文
学
大
系 

　15
（ 

岩

波

書

店

発

行

一
九
九
五
年
六
月
刊 

）
に
「
西

大
寺
の
創
建
は
、
実
質
的
に
は
天
平
神
護
二
年
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
（
福
山
敏
男
「
西
大
寺
の
創
建
」『
日
本
建
築
史
研
究
』
続
編
）
。

続
紀
で
は
本
条
（
天
平
神
護
二
年
十
二
月
癸
巳
条
）
の
称
徳
の
行
幸
後
、
神
護
景
雲
元
年
二
月
戊
申
条
に
長
官
佐
伯
今
毛
人
以
下
造
西
大

寺
司
官
人
の
任
命
の
こ
と
が
見
え
、
同
年
三
月
壬
子
条
に
法
院
、
同
九
月
己
酉
条
に
嶋
院
へ
の
行
幸
の
こ
と
が
見
え
る
。
こ
の
前
後
、

続
紀
・
資
戝
帳
に
は
封
戸
の
施
入
、
地
方
豪
族
に
よ
る
稲
・
墾
田
・
牛
の
献
上
の
こ
と
な
ど
が
数
多
く
見
え
、
寺
院
の
経
済
的
基
礎

が
急
速
に
充
実
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
三
年
四
月
の
行
幸
と
造
寺
司
官
人
へ
の
叙
位
は
、
造
営
工
事
が
一
時
期
を
画
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
よ
う
。」  

五
〇
九
頁 

補
注
27
―

四
六 
と
あ
る
見
解
は
、
極
め
て
有
益
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

〈
献
物
使
途
〉
に
関
し
て

　

窮
弊
者
資
養
関
係
（
か
）
、
役
夫
飼
養
と
、
其
の
公
共
活
動
支
援
関
係
（
き
）
、
の
孰
れ
に
就
い
て
看
る
も
、
光
仁
・
桓
武
両
朝
に
最
も

優
越
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
此
処
で
は
、
上
述
し
た
当
国
国
分
寺
〈 
献
物
者

所
属
国 

〉（
い
）
、
東
大
寺
（
う
）
、
西
大
寺
（
お
）
の
三
寺

院
へ
の
献
物
中
に
、
稲
・
米
（
穀
）
は
所
見
さ
れ
る
も
、
決
し
て
銭
は
所
見
さ
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
是
は
、
仏
の
知
識
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に
奉
る
に
、
前
者
は
相
応
し
く
、
後
者
は
相
応
し
か
ら
ず
、
と
す
る
観
念
に
依
拠
す
る
も
の
と
考
量
さ
れ
よ
う
。
已
上
に
陳
述
し
た

諸
件
に
関
し
て
は
、
左
掲
表
示
を
参
稽
さ
れ
た
い
。
尚
、
当
表
献
物
所
由
提
要
欄
に
於
け
る
訓
讀
文
は
、
其
の
幾
許
か
を
除
い
て
は
、

新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
発
行
）
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

献　

物　

者

献  

物  

所  

由  

提  

要

天皇紀

事
例

番
号

昇
叙

階
数

昇
叙
前
位
階

昇
叙
後
位
階

記　

載　

条

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭

五八
一
二

一
七七

一
二九

一
〇七

一
〇

一
一九

一
一二

常
陸
国
那
賀
郡
の
大
領
宇
治
部
直
荒
山

大
伴
直
南
淵
麻
呂

錦
部
安
麻
呂

烏
安
麻
呂

角
山
君
内
麻
呂

大
伴
直
国
持

壬
生
直
国
依

日
下
部
使
主
荒
熊

香
取
連
五
百
嶋

大
生
部
直
三
穂
麻
呂

君
子
部
立
花

史
部
虫
麿

大
伴
直
宮
足

大
倭
国

下
郡
の
人
花
口
宮
麿

私
の
穀
三
千
斛
を
、
陸
奥
国

の
鎮
所
に
献
る
。

私
の
穀
を
陸
奥
国
の
鎮
所
に

献
る
。
並
に
外
從
五
位
下
を

授
く
。

	

〃

	

〃
	

〃
	

〃

	

〃

	

〃

	

〃

	

〃

	

〃

	

〃

	

〃

己
が
私
稲
を
散
ち
、
貧
乏
を

救
ひ
養
ふ
。

外
正
七
位
上

従
七
位
下

従
八
位
下

無
位

外
従
七
位
上

外
従
八
位
下

外
正
八
位
上

外
正
八
位
下

外
従
七
位
上

正
八
位
下

外
従
八
位
上

外
正
八
位
上

外
従
八
位
上

白
丁

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

少
初
位
上

養
老 

７ 

２ 

13
条

神
龜 

１ 

２ 

22
条

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

天

 

６ 

６ 

14
条

元 正聖　武
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一
四

一
七

一
二

一
一七

一
〇

一
一

一
二七八

一
四六八

一
七

河
内
国
の
人
河
俣
連
人
麻
呂

越
中
国
の
人
礪
波
臣
志
留
志

物
部
連
族
子
嶋

田
可
臣
真
束

大
伴
国
麻
呂

漆
部
伊
波

他
田
舎
人
部
常
世

小
田
臣
根
成

陽
侯
史
令
珎

陽
侯
史
令
珪

陽
侯
史
令 

陽
侯
史
人
麻
呂

上
野
国
碓
氷
郡
の
人
石
上
部
君
諸
弟

尾
張
国
山
田
郡
の
人
生
江
臣
安
久
多

伊
豫
国
宇
和
郡
の
人
凡
直
鎌
足

飛
騨
国
太
野
郡
大
領
飛
田
国
造
高
市
麻
呂

上
野
国
勢
多
郡
小
領
上
毛
野
朝
臣
足
人

板
持
連
真
釣

銭
千
貫
を
、

米
三
千
磧
を
、
廬
舎
那
仏
の

知
識
に
奉
る
。

知
識
の
物
進
る
。

	

〃

	

〃

	

〃

知
識
の
物
進
る
。

	

〃

銭
千
貫
を
貢
れ
ば
な
り
。

	

〃

	

〃

	

〃

各
当
国
の
国
分
寺
に
知
識
の

物
を
献
る
。

	

〃

	

〃

各
当
国
の
国
分
寺
に
知
識
の

物
を
献
る
。

銭
百
万
を
献
る
。

大
初
位
下

無
位

外
従
八
位
下

外
従
八
位
上

従
七
位
上

正
八
位
下

従
八
位
上

従
八
位
下

外
従
七
位
上

外
正
七
位
下

外
従
七
位
下

無
位

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

〃 　

19 

９ 

２
条

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

20 

２ 

22
条

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

天

寶 

１ 

４ 

１
条

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

１ 

５ 

５
条

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

１ 

５ 

15
条

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

１ 

⑤ 

20
条

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

５ 

９ 

１
条

聖　武孝謙

⑮⑯⑰⑱⑲⑳

 

21

 

22

 

23

 

24

 

25

 

26

 

27

 

28

 

29

 

30

 

31

 

32
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一
一
四九一

一
二二

一
六三

一
一四六一

糺
政
臺
少
疏
土
師
宿

嶋
村

讃
岐
国
の
人
日
置

登
乙
虫

民
忌
寸
磯
麻
呂

伊
吉
連
真
次

橘
戸
高
志
麻
呂

丹
波
国
の
人
家
部
人
足

伊
豫
国
の
人
大
直
足
山

摂
津
国
武
庫
郡
大
領
日
下
部
宿

浄
方

因
幡
国
博
士
春
日
戸
村
主
人
足

伊
豫
国
越
智
郡
大
領
越
智
直
飛
鳥
麿

利
波
臣
志
留
志

己
が
蓄
粮
を
出
し
て
窮

を

資
け
養
ふ
者
壱
拾
餘
人
な
り
。

そ
の
行
ふ
所
少
し
と
雖
も
、

義

む
べ
き
も
の
有
り
。
仍

て
位
一
階
を
授
く
。

銭
百
万
を
献
る
。

銭
百
万
、
稲
一
万
束
を
献
る
。

銭
百
万
を
献
る
。

銭
百
万
を
献
る
。

私
物
を
以
て
飢
う
る
民
五
十
七

人
を
資
け
養
ふ
。
爵
二
級
を

賜
ふ
。

私
稲
七
万
七
千
八
百
束
、
鍬

二
千
四
百

口
、
墾
田
十
町

を
、
当
国
の
国
分
寺
に
献
る
。

そ
の
男
外
少
初
位
下
氏
山
に

外
従
五
位
下
を
授
く
。

銭
百
万
、
榲
榑
一
千
枚
を
献
る
。

銭
百
万
、
因
幡
国
の
稲
一
万

束
を
献
る
。

二
百
卅
疋
、
銭
一
千
二
百

貫
を
献
る
。

墾
田
一
百
町
を
東
大
寺
に
献

れ
る
な
り
。

正
八
位
上

外
大
初
位
下

散
位
正
八
位
上

正
六
位
上

外
従
八
位
下

無
位

外
少
初
位
下（
男
氏
山
）

従
六
位
上

少
初
位
上

従
六
位
下（
父
大
田
）

外
正
七
位
下

外
従
五
位
下

従
七
位
下

外
従
五
位
下

従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

少
初
位
上

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

従
六
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

従
五
位
上

天

寶
字 

８ 

３ 

22
条

天

神
護 

１ 

８ 

25
条

〃 　

１ 

10 

19
条

〃 　

２ 

１ 

14
条

〃 　

２ 

２ 

４
条

〃 　

２ 

６ 

13
条

〃 　

２ 

９ 

13
条

〃 　

２ 

９ 

19
条

〃 　

２ 

12 

21
条

〃　
　
　

〃　
　

神
護
慶
雲 

１ 

２ 

20
条

〃 　

１ 

３ 

20
条
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五八六
一
一

一
七五

一
〇

一
七一五

一
二四

一
七

常
陸
国
新
治
郡
大
領
新
治
直
子
公

伊
勢
国
多
気
郡
の
人
敢
磯
部
忍
国

長
門
国
豊
浦
団
の
毅
額
田
部
直
塞
守

左
京
の
人
荒
木
臣
道
麿
と
、
そ
の
男
忍
国

近
江
国
の
人
大
友
村
主
人
主

尾
張
国
海
部
郡
主
政
刑
部
国
足

伊
豫
国
の
人
越
智
直
国
益

紀
伊
国
那
賀
郡
大
領
日
置

登
弟
弓

土
佐
国
安
藝
郡
少
領
凡
直
伊
賀
麿

船
木
直
馬
養

筑
前
国
宗
形
郡
大
領
宗
形
朝
臣
深
津

筑
前
国
宗
形
郡
大
領
宗
形
朝
臣
深
津
妻
竹

生
王

銭
二
千
貫
、
商
布
一
千
段
を

献
る
。

銭
百
万
、
絹
五
百
疋
、
稲

一
万
束
を
献
る
。

銭
百
万
、
稲
一
万
束
を
献
る
。

墾
田
一
百
町
、
稲
一
万
二
千
五
百

束
、
庄
三
区
を
献
る
。

稲
一
万
束
、
墾
田
十
町
を
西

大
寺
に
献
り
き
。
是
に
至
り

て
、
道
麿
身
死
り
ぬ
。
外
従

五
位
下
を
贈
る
。

当
国
の
国
分
二
寺
に
米
一
千

斛
を
献
る
。

物
を
献
れ
る
を
以
て
な
り
。	

稲
一
万
束
を
当
国
の
国
分
寺

に
献
る
。

稲
二
万
束
、
牛
六
十
頭
を
西

大
寺
に
献
る
。

物
を
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

深
津
並
び
に
竹
生
王
、
僧
寿

応
に
善
く
誘
は
れ
て
金
埼
の

船
瀬
を
造
れ
る
を
以
て
な
り
。

外
従
六
位
上

外
正
七
位
下

外
正
七
位
上

従
八
位
上

無
位
（
忍
国
）

外
正
七
位
上

外
正
八
位
下

白
丁

外
正
六
位
上

外
従
六
位
下

従
八
位
下

外
従
六
位
下

無
位

外
正
五
位
下

外
正
五
位
下

外
従
五
位
上

豊
浦
郡
大
領
に
任
ず

贈

●

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
上

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

從
五
位
下

〃 　

１ 

３ 

26
条

〃 　

１ 

４ 

14
条

〃 　

１ 

４ 

29
条

〃 　

１ 

５ 

20
条

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

１ 

６ 

３
条

〃 　

１ 

６ 

22
条

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

１ 

７ 

26
条

〃 　

１ 

８ 

４
条

〃　
　
　

〃　
　

稱　德
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五七一一九七九六
一
〇

一
二一九八九

一
二

一
一四九二二

秦
忌
寸
真
成

伊
豫
国
宇
摩
郡
の
人
凡
直
継
人

丈
部
造
広
庭

壬
生
真
根
麿

丹
比
連
大
倉

秦
忌
寸
弟
麿

上
忌
寸
生
羽

越
智
直
蜷
淵

国
造
雄
万

物
部
孫
足

六
人
部
四
千
代

田
部
直
息
麿

栗
前
連
広
耳

桑
氏
連
鷹
養

美
作
国
の
人
財
田
直
常
人

茨
田
連
稲
床

周
防
凡
直
葦
原

美
濃
国
方
県
郡
少
領
国
造
雄
万

道
公
張
弓

遠
江
国
磐
田
郡
主
帳
若
湯
坐
部
龍
麻
呂

蓁
原
郡
主
帳
赤
染
造
長
浜

銭
二
千
貫
、
牛
十
頭
を
献
る
。

銭
百
万
、
紵
布
一
百
端
、
竹
笠

一
百
蓋
、
稲
二
万
束
を
献
る
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

物
を
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

銭
百
万
、
塩
三
千
顆
を
献
る
。

私
稲
二
万
束
を
国
分
寺
に
献
る
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

各
私
物
を
以
て
窮
民
廿
人
已

上
を
養
ふ
。
爵
人
ご
と
に
二

級
を
賜
ふ
。

正
七
位
上

外
従
七
位
上

外
正
六
位
上

外
正
六
位
上

正
八
位
上

外
従
七
位
上

外
正
八
位
上

外
正
七
位
下

外
正
八
位
下

従
八
位
下

正
六
位
上

正
八
位
上

外
従
七
位
上

外
正
八
位
上

従
八
位
下

外
正
八
位
下

外
従
六
位
下

正
八
位
上

無
位

無
位

外
従
五
位
下

外
従
六
位
下

外
従
五
位
下

（
稲
積〈
継
人
父
〉）

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

従
五
位
下

少
初
位
上

少
初
位
上

〃 　

１ 

８ 

23
条

〃 　

１ 

10 

17
条

〃 　

１ 

12 

26
条

〃 　

２ 

３ 

19
条

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

２ 

３ 

20
条

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

２ 

⑥ 

８
条

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

２ 

９ 

28
条

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

２ 

12 

22
条

〃 　

２ 

12 

25
条

〃 　

３ 

８ 

６
条

寶
龜 

１ 

３ 

20
条

〃 　

１ 

４ 

１
条

〃 　

１ 

４ 

20
条

〃 　

２ 

３ 

４
条

〃　
　
　

〃　
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桓武

二二二一二三一六
一
四一

城
飼
郡
主
帳
玉
作
部
広
公

檜
前
舎
人
部
諸
国

讃
岐
国
三
野
郡
の
人
丸
部
臣
豊

出
羽
国
の
人
吉
弥
侯
部
大
町

武
蔵
国
入
間
郡
の
人
大
伴
部
直
赤
男

伊
豫
国
越
智
郡
の
人
越
智
直
静
養
女

越
前
国
の
人
從
六
位
上
大
荒
木
臣
忍
山

下
総
国
印
幡
郡
大
領
丈
部
直
牛
養

常
陸
国
那
賀
郡
大
領
宇
治
部
全
成

播
磨
国
の
人
佐
伯
直
諸
成

尾
張
・
相
模
・
越
後
・
甲
斐
・
常
陸
等
の

国
の
人
惣
て
十
二
人

海
上
真
人
三
狩

軍
粮
を
助
く
る
を
以
て
な
り
。

神
護
景
雲
三
年
に
、
西
大
寺

に
、
商
布
一
千
五
百
段
、
稲

七
万
四
千
束
、
墾
田

町
、

林
六
十
町
を
献
る
。
是
に
至

り
て
、
そ
の
身
已
に
亡
す
。

外
従
五
位
下
を
追
贈●

す
。

私
物
を
以
て
窮
弊
せ
る
百
姓

一
百
五
十
八
人
を
資
け
養
へ

り
。
天
平
宝
字
八
年
三
月
廿

二
日
の
勅
書
に
依
り
て
、
爵

二
級
を
賜
ふ
。

軍
粮
を
運
べ
る
を
以
て
な
り
。

軍
粮
を
進
る
を
以
て
な
り
。

軍
粮
を
進
る
を
以
て
な
り
。

稲
を
造
船
瀬
所
に
進
れ
る
を

以
て
な
り
。

私
の
力
を
以
て
軍
粮
を
陸
奥

に
運
び
輸
せ
り
。
そ
の
運
べ

る
多
少
に
随
ひ
て
位
階
を
加

へ
授
く
。

無
位

無
位

無
位

正
六
位
上

無
位

従
六
位
上

外
正
六
位
上

外
正
七
位
下

大
初
位
下

従
五
位
下

少
初
位
上

少
初
位
上

少
初
位
上

外
従
五
位
下

追
贈

●

外
従
五
位
下

少
初
位
上

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

従
五
位
上

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

４ 

１ 

15
条

〃 　

８ 

６ 

５
条

〃 　

11 

７ 

22
条

〃 　

11 

８ 

14
条

天
應 

１ 

１ 

15
条

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

１ 

１ 

20
条

〃 　

１ 

10 

16
条

延

 

１ 

５ 

３
条
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桓　武

二
一
四一六外一三

一
四

一
〇八一

下
野
国
安
蘇
郡
主
帳
若
麻
続
部
牛
養

陸
奥
国
の
人
安
倍
信
夫
臣
東
麻
呂

丸
子
連
石
虫

越
後
国
蒲
原
郡
の
人
三
宅
連
笠
雄
麻
呂

栗
前
連
広
耳

但
馬
国
気
多
団
毅
川
人
部
広
井

日
下
部
連
国
益

三
野
臣
広
主

近
江
国
の
人
勝
首
益
麿

常
陸
国
信
太
郡
大
領
物
部
志
太
連
大
成

軍
粮
を
献
る
。

軍
粮
を
献
る
。

軍
粮
を
献
る
を
以
て
な
り
。

稲
十
万
を
蓄
え
て
、
積
み
て

能
く
施
す
。
寒
え
た
る
者
に

は
衣
を
与
へ
、
飢
ゑ
た
る
者

に
は
食
を
与
へ
、
兼
ね
て
以

て
道
橋
を
脩
造
り
、
艱
険
を

通
利
く
。
行
を
積
み
て
年
を

経
た
り
。
誠
に
挙
申
せ
し
め
、

従
八
位
上
を
授
く
。

役
夫
を
飼
養
す
。

私
物
を
進
り
て
公
用
を
助
く
。

稲
を
船
瀬
に
献
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

去
る
二
月
起
り
十
月
迄
に
、

進
れ
る
役
夫
惣
て
三
万
六
千

餘
人
、
私
の
粮
を
以
て
こ
れ

に
給
す
。
労
を
以
て
外
從
五

位
下
を
授
く
れ
ど
も
、
そ
の

父
真
公
に
譲
る
。
勅
有
り
て
、

こ
れ
を
許
し
た
ま
ふ
。

私
物
を
以
て
百
姓
の
急
を
周

へ
り
。

外
正
六
位
下

外
大
初
位
下

外
正
六
位
上

無
位

外
従
五
位
下

外
従
六
位
上

大
初
位
下

正
八
位
下

従
七
位
下

外
正
六
位
上

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

従
八
位
上

従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

（
父
真
公
）

外
従
五
位
下

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　

 

３ 

３ 

４
条

〃 　

３ 

10 

21
条

〃 　

３ 

12 

18
条

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

４ 

４ 

15
条

〃 　

４ 

７ 

29
条

〃 　

４ 

12 

10
条

　
　

〃〃 　

５ 

10 

21
条
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桓　武

六四九二一一八八一

朝
倉
公
家
長

武
蔵
宿

弟
総

多
米
連
福
雄

播
磨
国
美
嚢
郡
大
領
韓
鍛
首
広
富

常
陸
国
信
太
郡
大
領
物
部
志
太
連
大
成

新
治
郡
大
領
新
治
直
大
直

播
磨
国
明
石
郡
大
領

江
我
孫
馬
養

下
総
国

嶋
郡
主
帳
孔
王
部
山
麻
呂

麻
続
連
広
河

軍
粮
を
陸
奥
国
に
進
る
を
以

て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

貢
献
れ
る
を
以
て
な
り
。

稲
六
万
束
を
水
児
船
瀬
に
献
る
。

是
の
四
人
、
或
は
官
に
居
り

て
怠
ら
ず
、
頗
る
効
績
を
着

し
、
或
は
私
物
を
以
て
所
部

を
賑
恤
す
。

貧
乏
の
徒
、
因
り
て
済
は
る

る
こ
と
得
た
り
。
故
に
こ
の

授
有
り
。

物
を
献
る
を
以
て
な
り
。

外
正
七
位
下

外
従
六
位
下

外
正
八
位
上

正
六
位
下

外
従
五
位
下

外
正
六
位
上

外
正
八
位
上

外
正
六
位
上

外
正
六
位
上

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

外
従
五
位
上

外
従
五
位
下

外
正
六
位
上

外
従
五
位
下

外
従
五
位
下

〃 　

６ 

12 

１
条

〃 　

７ 

６ 

25
条

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

８ 

12 

８
条

〃 　

９ 

12 

19
条

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

〃　
　

〃 　

10 

１ 

25
条

 
99

 

100

 

101

 

102

 

103

 

104

 

105

 

106

 

107○
印
付
月
は
閏
月
を
示
す
。

藤
原
朝
臣
仲
満（
恵
美
押
勝
）
討
伐
関
係
事
項
に
関
す
る
記
事
記
載
に
関
し
て

　

『
続
日
本
紀
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
左
掲
表
示
の
叙
位
・
贈
位
者
六
一
六
名
の
事
績
・
行
跡
内
容
を
詳
密
に
比
較
検
討
し
て
、
之
を
左
記

の
如
く
Ａ
～
Ｏ
な
る
十
五
類
（ 

其
の
他
、
の
一
類

を
含
め
て
十
六
類 

）
に
分
類
整
理
す
る
と
共
に
、
各
類
毎
の
事
例
数
の
優
越
順
次
に
随
い
、
此
処
で
は
、
其
れ

の
最
も
優
越
す
る　

Ａ
、　

藤
原
朝
臣
仲
満
（
恵
美
押
勝
）
討
伐
関
係
事
項
に
就
い
て
の
鄙
見
を
開
陳
す
る
こ
と
と
し
た
い
。


